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研究成果の概要（和文）：水害における看護の役割を明らかにし、水害における看護活動のガイドライン作成を
目的に、インタビュー調査・質問紙調査を行った。その結果に基づき水害における看護活動のガイドラインを作
成した。作成したガイドラインには、災害における看護の役割に必要となる基礎的知識・水害の時期に応じた役
割と活動・災害支援後の活動した看護職自身のケアについて方略を示した。

研究成果の概要（英文）：We clarified the role of nursing in flood disasters and conducted an 
interview survey and questionnaire survey to create guidelines for nursing activities in flood 
disasters. Based on the results, guidelines for nursing activities in flood damage were prepared. In
 the guidelines we created, we showed strategies on basic knowledge necessary for the role of 
nursing in disasters, roles and activities according to the time of flood disasters, and care of the
 nurses themselves after disaster support.

研究分野：災害看護
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本は、位置・地形により、台風・水害の
被害を受けやすい特徴があるが、近年、気象
情報やメディアの発達・土木建築の進歩、地
方自治体による防災計画の整備が行われ、多
くの犠牲者を出す風水害はおきていなかっ
た。しかし、地球の温暖化に伴う異常気象が
世界各地で見られるようになり、日本では台
風の大型化、上陸の回数の増加、集中豪雨（ゲ
リラ豪雨）の被害が問題となっている。特に
2009年・2012年と相次ぎ起こった九州北部
豪雨や 2011 年の長野県・兵庫県で起きた大
雨、毎年上陸する台風の中には、激甚災害と
指定されるものもある。また、起きた地域の
特徴により被害にも特殊性があり、河川の氾
濫を伴う場合や、土砂崩れ、2013 年台風 26
号においては、土石流による被害があった。 
水害による疾病構造の特徴として、身体的、
精神的ダメージが大きいことが挙げられる。
災害後の家屋の復旧作業は悪臭を伴う大量
の汚泥の除去作業からであり、疲労度が高く、
精神的ストレスも高い。また、家財道具の破
棄や喪失感に伴う精神的ダメージも大きく、
災害時急性期ストレス反応が起こりやすい
状況である（福家,2012）さらに、復旧作業
の中では擦過傷・切創が絶えず起きるが、創
は汚泥などにより汚染される。また、劣悪な
衛生環境での避難生活は、感染症の集団発生
が起きやすい状態となる。しかし、被災者は
生活の場の復旧のため日中は自宅で活動し
ていることより、救護所を訪れることはなく、
重症化して初めて医療機関を訪れることと
なる。 

2012年の九州北部豪雨（死者 30人・負傷
者 27人 1598棟の住宅被害）で初動調査を行
った岡崎（2013）は、被災市では要援護者・
高齢者の訪問や救護所対応、避難所での健康
チェック・健康相談などの看護の必要性があ
った。さらに、混乱した被災市町への支援と
受援のあり方についても今後検討が必要で
あると述べている。しかし、災害看護の研究
において、水害時の研究は活動報告が多い現
状にある。 
更に、今後も水害の複雑化・多様化に伴い、
看護の役割が変化してくることが予測され
る。従って、水害時の看護の役割を明確にし、
水害における看護活動のガイドラインを開
発する事は、水害の現場で看護活動を行う看
護職にとって有意義なものとなり得る。 

 
２．研究の目的 
 本研究は、水害で効果的・効率的な看護を
実践するために、これまで水害で活動した看
護職が、活動をとおして認識している水害時
の看護の役割と、水害時の看護の役割に影響
を及ぼす要因を明らかにし、2 つの要因間の
関係を明らかにすることである。さらに、明
らかになった水害時の看護の役割をもとに、
水害における看護活動のガイドラインを開
発することである。 

３．研究の方法 
本研究は、以下の 4 点を検討することで、
目的を達成する。 
① 水害で活動した看護職が認識している
水害時の看護の役割を明らかにする。 

② 水害時の看護の役割に影響を及ぼす要
因を明らかにする。 

③ 水害における看護の役割と水害におけ
る看護の役割に影響を及ぼす要因との
関係性を明らかにする。 

④ 水害における看護活動のガイドライン
を開発する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
1)第 1 段階：研究目的①・②・③について 
【面接調査】 
① 調査内容 
水害における看護の役割と水害における
看護の役割に影響を及ぼす要因について、文
献・報告書等をもとに必要と思われる役割を
抽出し、インタビューガイドを作成し、半構
成的インタビュー調査を行う。 
② 研究対象者 
2011 年北部九州豪雨で看護活動を行った
看護職 
③ 倫理的配慮 
北部九州豪雨時に活動を行った施設・団体
をピックアップし、各施設・団体の倫理審査
委員会から許可を受けて実施する。また、本
研究は研究者の所属する大学の倫理審査委
員会の承認を得て、実施する。 
④分析方法 
逐語録として文章化したデータを質的機
能的に分析を行い、「水害時の看護の役割」
と「水害時の看護の役割に影響を及ぼす要
因」を抽出する。さらにこれらについて多面
的な視点で捉えられているかを確認する。 
 
2)第 2段階：研究目的①・②・③について 
【質問紙調査】 



①調査内容 
質問紙の作成は、文献検討と面接調査の結
果から抽出された要素に基づいて作成する。
本調査の前に、看護職者にパイロットテスト
を実施し、内容の妥当性を検証し、質問項目
の洗練化を図る。 
②研究対象者 
全国の過去 5年以内に、水害時に看護活動
を行った看護職をピックアップし、各施設・
団体の倫理審査委員会の許可を受けて実施
する。 
③倫理的配慮 
過去 5年以内に水災害が起きた地域の災害
支援病院・報告書等から水災害時に活動を行
った施設をピックアップし、各病院・施設の
倫理審査委員会から許可を受けて実施する。
また、本研究は研究者の所属する大学の倫理
審査委員会の承認を得て、実施する。 
④分析方法 
質問紙によるデータは統計学的分析方法
を用いる。基礎分析としての記述統計量を算
出し、さらに各種多変量解析手法を用い、多
角的にデータ分析を行う。 
 
3)第 3段階：目的④に対して 
【ガイドライン作成】 
①面接調査・質問紙調査から明確になった、
水害時の看護の役割から、水害時の看護の役
割に関するガイドライン案を作成する。 
②作成したガイドライン案に関し、災害看
護の専門家・災害医療の専門家からスーパー
バイズを受け、ガイドライン案の洗練化を行
う。 
③作成したガイドライン案を水害時に活
動した看護職に妥当性があるか、確認を行う。 
 
４．研究成果 
1)第 1段階：研究目的①・②・③について 
インタビューは研究者 1名が対象者 1名と
30 分から 50 分の半構造的インタビューを実
施した。 
研究対象者は 2011 年北部九州豪雨で看護
活動を行った看護職 11 名である。看護経験
年は 5～26 年目であった。活動を行った際の
所属は、保健所・災害拠点病院・災害支援ナ
ース・ボランティアであった。 
抽出されたカテゴリーは、《看護職として
の使命》《組織がもつ使命》《スタッフ間の協
力》《低体温への対応》《感染症対策》《生活
再建》《被災者に寄り添う》《被災者家族への
配慮》であった。 
文献検討から導いた水害における看護の
役割、水害における看護の役割に影響を及ぼ
す要因に異なる点はなかった。 
 
2）第 2段階：研究目的①・②・③について 
質問紙は、第 1段階で得た結果と、文献検
討の結果から導き出した水害における看護
の役割１９項目（トリアージ・応急処置・広
域搬送・情報収集・遺体への対応・プライバ

シーの保護・日常生活支援・他職種との調
整・他職種との連携・安全管理・心のケア・
家族ケア・倫理的配慮・リハビリテーショ
ン・災害関連死予防・感染症対策・慢性疾患
増悪予防・コミュニティの再建・自立支援）
に関し、重要度について間隔尺度－２～＋２
でそれぞれについて回答を依頼した。データ
収集期間は、平成 28 年 3月から 10 月であっ
た。 
(1)質問紙の配布及び回収 
研究協力への同意が得られた１７設に合
計１０６部の質問紙を郵送した。回収率は６
５．０％（６９部）であった。 
(2)看護者の個人特性 
平均年齢４７．３９歳（ＳＤ８．３０）、看
護経験年数は平均２５．０９年（ＳＤ８．４
８）であった。 
(3)水害における看護の役割に影響を及ぼす
要因 
<活動した水害の種類>は、集中豪雨が４２．
３０％、台風が３０．７６％、洪水が２６．
９２％であった。 
<水害で活動した経験>は、１回が２５％、２
回が２８％、３回が３０％人、4 回が１７％
人であった。<活動した時期>は、４８時間以
内が２４％、４８時間から１ヵ月が４９％、
１ヵ月から６か月が２６％、６か月以降が
２％であった。 
(４)水害における看護の役割 
水害における１９の看護の役割について、
最も認識が高かった役割は情報収集平均１．
９１、次いでトリアージ平均１．８７、応急
処置１．８１、安全管理１．７８であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以上のことより、急性期から慢性期に継
続した役割は、感染症対策であり、慢性期
から復旧・復興期に継続した役割として、
心のケア・家族ケア・倫理的配慮であるこ
とが示唆された。 
 
3）第３段階：研究目的④について 
 面接調査と質問紙調査の結果をもとに、
水害における看護活動のガイドライン開発
(案)を作成した。 
作成した水害における看護活動のガイド
ライン(案)は、災害医療の専門家にスーパー
バイズを受けた。更に、2011 年北部九州豪雨
で活動した看護職と、2017 年北部九州豪雨で
活動した看護職に水害における看護活動の
ガイドライン(案)に確認を行った。 
(１) 水害における看護活動のガイドライン
(案) 
①はじめに 
水害における看護活動における基本的知
識 
②水害の時期に応じた活動 
水害の時期に応じて、どのような活動が必
要になるか、時間経過に応じて説明した。特
に、発災から48時間以内をピークに活動後、
発災1か月を目安とした活動が必要となるた
め、この期間を中心として示した。 
また、質問紙調査で明らかになった急性期
から慢性期に継続した役割として「感染症
対策」、慢性期から復旧・復興期に継続した
役割として「心のケア」・「家族ケア」・「倫

理的配慮」を示した。 
 
③活動後の自身のケアについて 
 水害で活動した看護職の特徴として、看護
職が被災者と同じ地域で生活し、支援者であ
る看護職自身も被災者であることが特徴と
してみられたため、身体的・精神的休息をも
つことが難しい状況にあるため、この内容を
休息やデブリーフィングについて示した。 
 
（２）今後の課題 
 本研究においては、ガイドラインの作成段
階までしか進めることが出来なかった。今後
は、実践の中で活用することや、看護職だけ
でなく、共に協働する職種を含めたガイドラ
イン開発が必要とされる。 
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